
◇ 2010年11月30日 第977回例会(第976号) ◇

■ 出 席 報 告 ■ 飛 田 委 員

【11月16日】
在籍会員 41名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 34名（内出席規定適用免除者 7名）

ホームクラブ出席率 89.47％

10月26日のＭＵを含む出席率 94.59％

私達は他人(ひと)を思いやり　奉仕の理想のもと　地域社会へ貢献するよう　努めます

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

11月30日Ｄグループ 速見、北村(康)
北村(雅)各会員

会場：中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

本日の例会

今週の歌 「 それでこそロータリー 」

卓 話 「 カメラ（ライカ）のこと 」

芳 賀 洋 会 員

次回例会のお知らせ(12月７日)

卓 話 「 雑 感 」

堀 田 稔 会 員

前回〔11月16日〕例会記録

■ 来 客 ■
庄 野 晋 吉 君

（卓話者・地区職業奉仕委員・大阪）
川 上 浩 邦 君（吹 田）

会長の時間 水 谷 会 長
皆様こんにちは。ロータリーで言うと11月はロー

タリー財団月間ですが、全国的には「児童虐待防止
月間」でもあります。本年の標語は「見すごすな、
幼い子どものＳＯＳ」、昨年は「守ろうよ、未来を
みつめる小さなひとみ」でした。児童虐待とは、親
または、親に代わる保護者などが子どもに次の行為
をすることをいいます。これらの行為は子どもの視
点で判断します。
①身体的虐待→なぐる、けるなど子どもの身体に
外傷が生じ又は生じる恐れのある暴力を加える。

②心理的虐待→子どもに著しい心理的外傷を与え
る（言葉による脅かしや、子どもの心を傷つける）。

③ネグレクト→保護者として養育を著しく怠るこ
と（子どもの心身の正常な発達を妨げるような
著しい減食や長時間の放置など）。

④性的虐待→子どもにわいせつな行為をしたり、
させたりする。

これの防止月間として、オレンジリボンキャン
ペーンが行われオレンジリボンを使用して国、地方
自治体、民間が広報啓発活動をしています。児童虐
待は見えにくいため、
①深夜外に出されている。
②長時間泣いている。
③体や服がよごれている。
子どもにこんなことがあれば、もしかしらと思っ
たらためらわず、全国の児童相談所 0570-064-000
に電話してほしい。ちなみに子どもを虐待から守る
５ケ条
①「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）→
通告は義務＝権利です。

②「しつけのつもり…は言い訳→子どもの立場で
判断」



③ひとりで抱え込まない→「あなたのできること
から実行」

④親の立場より子どもの立場→「子どもの命が最
優先」

⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる→「特別な
ことではない」

虐待児童年齢を見ると小学生が最も多く43.7％、
３歳から就学前児童25.2％、３歳未満14.7％、中学生
13％となっています。昨年（2009年）全国で44,210
件、大阪府は人口比で全国の約５％となるが虐待件
数では10％を超えています。その背景には、核家族
化していること。隣・近所に対する無関心とコミュ
ニケーション不足、子どもをかかえての離婚、再婚
の増加、経済的貧困等が挙げられますが、その根底
には人心の荒廃があるのではないでしょうか。

ニコニコ箱

庄野晋吉様（大阪） 御礼はニコニコにさせて頂
きます。

原 　 会 員 連休してすみませんでした。
大 森 会 員 先週はお休みしてすみません。
杉 本 会 員 連続欠席のお詫び。
山 会 員 庄野様本日の卓話よろしくお願い
致します。
本日分 29,000円
累 計 690,000円

親睦活動委員会 木 元 委員長
“2010”『クリスマス家族会』のご案内
日 時：12月21日(火) 18：00～21：00ごろ
場 所：新大阪江坂東急イン ３Ｆボールルーム
会 費：会 員 15,000円

ご 家 族（中学生以上） 10,000円
〃 （小学生） 5,000円

欠席会員 8,000円
アトラクション：◎【日本初の爆笑手相漫談】

山田夢心 師匠
◎ビンゴゲーム

ＳＡＡ 橋 本 委員長
テーブル分けで極力同じ人・同じテーブルになら

ないように気をつけておりますが、万一同じように
なっているようでしたら委員会の方へご連絡頂きま
すよう宜しくお願いいたします。
又、占いで失礼なことを多々申し上げていると思

いますが、この場をお借りいたしましてお詫び申し
上げます。

関西大学ＲＡＣ例会出席報告 成 松 会 員
日 時：11月９日(火) 19時～20時
場 所：関西大学千里山キャンパス

中央体育館 図書資料室
当クラブ出席者：新井会員、成松会員
テーマ：就活必勝セミナー
成松の「企業はどんな人材を望んでいるか？」と

いう卓話後、それをテーマに活発なディスカッショ
ンを行いました。
就活に関してとても真剣に考えている様子がうか

がえました。

卓 話

「職業奉仕月間に因んで」

－時代の変遷と職業奉仕－

地区職業奉仕委員会
委員 庄 野 晋 吉 様

(山 会員紹介)

ロータリーの職業奉仕理念

1905年 ロータリー発祥はシカゴでポールハリスが
スタートさせました。

職業奉仕というものは、最初に新しいロータリア
ンの理想を考えると言う事が必要だと言う事で委員
会が設立されました。
その委員長にアーサー・フレデリック・シェルドン

1910年 アーサー・フレデリック・シェルドンは２
つの標語をあみだしました。

１．He profits most who serves his fellow best.
〈もっともよく仲間に奉仕する者がもっとも多
くむくいられる〉
２．Service above self
〈自己は大事だが 自分を第２番目におこう〉
この２つを含めて職業奉仕に関するロータリーの

理念は随分変化しております。



2004年 規定審議会
They profit most who serve best 現在の職業

奉仕の標語になっております。

1912年 ロータリー綱領
１．すべての合法的職業は尊重されるべきという
認識を深め、各会員の職業を社会に対する奉仕
の機会を提供するものとして品位あらしめるこ
と。

２．事業および専門職務の道徳的水準を高めるよ
う奨励すること。

３．構想や事業運営方法の交換によって各会員の
能率を増進すること。

４．奉仕の一つの機会として、また成功への道と
して、情理ある交友関係を増進すること。

５．公共の福祉に対する各会員各自の関心を促し、
かつ市の発展のために他の人々と協力すること。

1915年 ロータリーの倫理訓（職業奉仕の理念）の
発表

条文の中に、マタイ伝からの引用があり、ロータ
リー活動が宗教活動と混同されるとの批判。内容が
厳格すぎる（現在のＰＬ法通じるところもある）。
以上の問題点のため1951年に、この倫理訓はロー

タリーのあらゆる文書から削除された。

1923年 奉仕の実践の決議
１．ロータリーの奉仕の哲学は単なる理念の提唱
ではなく、実践の哲学である。

２．ロータリーの奉仕活動の実践は個人奉仕が原
則で、クラブが行う奉仕活動は会員の訓練のた
めの例示である。

1927年 職業奉仕の理念の改変
{ Vocational Service }
Vocational service encourages Rotarians to

serve others through their professions and to
practice high ethical standards.
〈職業奉仕は、ロータリアンがそれぞれの職業を

通して、他の人々に奉仕し、高い道徳的水準を保つ
ことを奨励する。〉

1932年 四つのテストの作成 ハーバートテーラー
が商取引の公正さを測る尺度として作成

このように考え方というのは時代時代によりまし
て、どんどん変わっております。

1989年 ロータリアンの職業宣言（ロータリー倫理
訓の改定）

▲

職業は奉仕の一つの機会なりと心に銘せよ。

▲

職業の倫理的規範、国の法律、地域社会の道徳
的基準に対し、名実ともに忠実であれ。

▲

職業の品位を保ち、自ら選んだ職業において、
最高度の倫理的基準を推進すべく全力を尽くせ。

▲

雇主、従業員、同僚、同業者 、顧客、公衆、
その他事業または専門職務上、関係をもつすべ
ての人々に対し、等しく公正なるべし。

▲

社会に有用な全ての業務に対し、当然それに伴
う名誉と敬意を表すべきこれを知れ。

▲
自己の職業上の手腕を捧げて、青少年に機会を
開き、他人からの、格別の要請にも応え、地域
社会の生活の質を高めよ。

▲

広告に際し、また自己の事業または専門職務に
関して、これを世に問うに当っては、正直専一
なるべし。

▲

事業または専門職務上の関係において、普通に
は得られない便宜ないし特典を、同僚ロータリ
アンに求めず、また与えることなかれ。

職業奉仕とは皆様それぞれが現在行っている職業
を通じて社会に奉仕すると言う事が基本です。

実践のお話

中学生対象に出前授業を行なっております。それ
ぞれが、自分の職業をベースにした考え方で考える
心を子供達に伝えたい。日本の良い心をつないでほ
しいという出前授業を行なっております。ご参考に
して頂けたらと思います。

未来における 社会と人々の暮らし

― 20世紀の予言（抜粋）―

1901年（明治34年）１月２日・３日 報知新聞
100年後の予想をしています。

▲

ロンドンの友人と無線電信・電話により対話が
出来る。

▲

東京の新聞記者は居ながらにして欧州の早取写
真（天然色）を見得る。

▲

電話口には対話者の肖像現出装置が出来る。

▲

二十世紀末には世界一周には七日間で足りる。

▲

東京・神戸間は二時間半で行ける。

▲

蚊・のみは漸次滅亡する。

▲

アフリカ原野の野獣は僅かに大都会の博物館に
余命をつなぐ。

▲

その他医術の進歩や自動車の時代などを予見。


